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福山市廃棄物減量等推進審議会議事録（抜粋） 

 

２０１１年（平成２３年）８月１０日 

１４時００分～１６時００分 

福山市役所 議会棟３階階 第５委員会室 

 

 

出席者 

委 員：福井会長，藤井（輝）副会長，髙田委員，藤井（智）委員，河村委員，佐藤委員， 

河原委員，沖藤委員，藤本委員，福永委員，古川委員，鶴崎委員，羽崎委員，開原委員 

 

事務局：経済環境局長，環境部長，環境総務課長，環境保全課長，廃棄物対策課長， 

環境啓発課長，福山クリーンセンター所長，東部環境センター所長， 

環境総務課課長補佐兼庶務担当次長，環境総務課政策担当次長， 

廃棄物対策課課長補佐兼第１担当次長，環境総務課課員 

 

 

 

議題１ ２０１０年度（平成２２年度）ごみ排出量等について 

発言者 質 疑 応 答 

福井会長 

 

 

 

 

 

 

 

景気の動向が要因で，事業系ごみは

１０％ほど増加，家庭系ごみは４％ほ

ど減尐とあるが，どのように分析して

いますか。 

 

２００４年度より「ごみ減量大作戦」と

して，市民・事業者・行政が連携して資源

回収等の施策に取り組んでいます。皆さん

の協力があって，減尐したのではないかと

考えています。 

 家庭系ごみの回収で直営と委託の量

が去年に比べて委託が増えているが，

何か市の方針等があるのですか。 

安心・安全を中心に，市民の方に安定し

た収集体制等を検討した結果，今の収集体

制を直営：委託を５０：５０にしました。 

藤本委員 

 

環境学習について，減尐傾向にある

ので，推進していってもらいたいです。 

減尐傾向である点は課題として捉えて

います。魅力ある講座のメニューを準備

したり，他都市の取組を参考にする中で

充実していきたいと考えています。 

また，今年度新たに環境教育・環境学

習におけるパートナーシップの構築事業

ということで，地域や事業者の方を含め

て，それぞれが持つ環境に関する知識や

情報を活かして，連携して出前講座を実

施していくことも考えています。 

沖藤委員 

 

 

 

 

 

 

 

減尐傾向ですが，今後どのように広

めていかれるのか教えてください。 
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藤井（輝） 

副会長 

 

 

 

 

 

１人１日あたりのごみ排出量につ

いて順調に減尐しているが，横ばい状

態です。他の項目についても同様な状

態ですが，このあたりどのように考え

ていますか。 

２００７年度からかなりの勢いで減尐

し，一般廃棄物処理基本計画の目標値の

１５７,０００トンを６年前倒しで達成

しました。２００６年度から５年間で１

１％減尐しています。次の議題で施策を

提案させていただき，議論していただき

たいと思います。 

河原委員 

 

 

 

 

 

 

 

生ごみ処理器設置補助に関して，密

閉式は２０１０年度から増やされて２

０基ということですが，どのくらいを

予想されていましたか。 

予想としてはもう尐し多いものとして

いましたが，この補助制度は１９９９年

から開始し，今現在は２０年ほど経過し

ています。今まで２１,０００基ほど補助

し，ある程度普及している状況です。今

年度から新たに密閉式のものも補助対象

にしましたので，もう尐し数字を伸ばし

ていきたいと思っています。 

藤井（輝） 

副会長 

 

 

ＲＤＦ事業の稼働状況やコストパ

フォーマンスを教えてください。 

本年３月に福山リサイクル発電事業に

関して住民監査請求が出され，４月に不

当は見当たらないという監査結果が出ま

した。 

また，ＲＤＦ事業の２００９年度の実

績は，ごみ固形燃料工場で燃やせるごみ

を約８６,６７０トン処理し，ＲＤＦを４

８,９０５トン製造しました。参画市町全

体で７１,３０２トンのＲＤＦを受け入

れて，総発電量１０４,２４５メガワット

アワー発電しました。灰も灰化溶融でス

ラグ化し，一部残った鉄類もメタルとし，

廃棄物の処理費用も軽減するものです。 

開原委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＲＤＦ事業のコスト面に関して住

民監査請求がありましたが，そのこと

についても説明してください。 

ＲＤＦを導入した背景等，尐し詳し

く説明してください。 

従来から燃やせるごみは焼却処理して

いましたが，１９９９年（平成１９年）

にダイオキシン類対策特別措置法が成立

し，小型の焼却施設で焼却ができなくな

りました。また，箕沖清掃工場の更新時

期でもありました。よって，ダイオキシ

ン類の削減，未利用エネルギーの有効利

用，ＣＯ2の削減，最終処分場の延命化等

を総合的に勘案する中で，広島県がごみ

処理の広域化を打ち出し実施をしている

ものです。ごみの処理については，燃や
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せるごみを破砕，乾燥させてごみを固形

化します。７市２町で広域的に処理を行

っています。従来では，焼却したごみは

焼却灰として埋め立てていましたが，Ｒ

ＤＦ化及びスラグとメタルに再資源化す

るので，飛灰だけを埋め立てます。また，

未利用エネルギーの有効活用ということ

で，ごみで発電を行い，約３０,０００世

帯分の電力量に当たる，約１００,０００

メガワットアワーを発電しています。 

当初の計画より，サイロの関係が事

故によって変更が生じていますが，そ

れについても説明してください。 

建設当時は高さ３０メートルのサイロ

があり，西部清掃工場分もＲＤＦ化し貯

蔵する計画でしたが，２００３年に三重

県で爆発事故があり，２００４年に消防

法が改正され，高さ５メートル以上積み

上げることができなくなりました。今現

在では安全性が確認できたということ

で，高さ１５メートルまで規制が緩和さ

れています。西部清掃工場への搬入分を，

ごみ固形燃料工場に搬入することも可能

ですが，コスト面等総合的に検討する中

で，現在の体制を維持しています。 

古川委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出前講座について，幼稚園をみると

２００９年度は３回開催の参加者数８

６人，２０１０年度は１回開催の参加

者数１６人ですが，対象が子どもか教

師か，そのあたりはどうなっているの

ですか。また，高校は２００９年度が

３校で参加者数２５４人，２０１０年

度が１校で参加者数３２０人だが，ど

ういう形で進められているからこうい

う結果になっているのか，教えてくだ

さい。 

課題として受け止めていますし，それ

ぞれの教育現場で差があると受け止めて

います。環境教育の一層の推進というこ

れまでの法律から一歩進んだ法律も発案

されていますので，今後努力してまいり

たいと考えています。 

佐藤委員 

 

 

 

 

 

環境学習について，団体が働きかけ

ていいのか，行政が働きかけるのか，

学校が自主的にされるのですか。 

学校によって色々なニーズがありま

す。行政としても，出前講座のメニュー

は限られていますので,市民や事業者，団

体とパートナーシップを結んで，そうい

ったニーズに対してメニューを増やして

いこうと考えています。 
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藤井（輝） 

副会長 

 

 

 

 

 

エコショップ協議会の拠点回収に

関してですが，１社だけしか実施して

いないのですか。また，市周辺部で実

施されていますが，市中心部について

は，どうなっていますか。 

エコショップには現在８３店舗登録が

されています。エコショップとは，環境

に対してやさしい行動をされている事業

所が会員になっています。このほかに１

社が独自の取組をされています。今後店

舗数の増加についても検討していきたい

と考えています。 

古川委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ごみ排出量実績に関して，直営と委

託の比率について，将来的には直営が

委託に変わる計画があるのかどうか，

それと経費削減について教えてくださ

い。 

２０１０年度に直営と委託の比率を５

０対５０に見直しました。この直営と委

託の比率の見直しについては，公的な責

任を果たしながら市民の安心・安全も考

慮しています。 

２００６年に行財政改革大綱を定め，

５年間で見直すべき事務事業を挙げ，ご

み収集についても当時直営と委託の比率

が６０対４０であったものを５０対５０

に見直しました。直営と委託という形の

緊張感，市民の安心・安全，危機管理が

大きな柱です。経費については，現在直

営の方が委託より若干安くなっていま

す。更なる効率化を求めて，今後も十分

検討していきたいと考えています。 

 

 

議題２ 一般廃棄物処理基本計画に係る取組と今度の施策について 

発言者 質 疑 応 答 

福井会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生ごみの水切りは重要だと思いま

すが，水切りを徹底するとどれくら

い減量できるのでしょうか。 

ごみの中に厨芥類が重量比で約１５％

あります。水切りを実践していただくこと

で，５％から１０％くらい水分の減量を図

れるのではないかと考えています。 

事業系紙ごみのコピー用紙につい

て，以前繊維が短いためリサイクル

が難しいと伺いましたが，リサイク

ルについて検討していますか。 

コピー用紙については裏面再利用の徹

底をし，その後，市では古紙回収業者に持

っていき，廃棄公文書のリサイクルを実施

しています。また，市内の多量排出事業者

については，減量計画書を提出してもら

い，必要に応じて立入も行っています。 
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髙田委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出前講座で，小・中・高校等へ行

かれていますが，家庭の主婦などを

対象に実施してもいいのではないで

すか。 

地域へ出前講座に行って，ごみの分別の

講座などを実施しています。市全体で６６

件の町内会で実施しましたが，もっと声を

かけていただけたら参りたいと考えてい

ます。 

２００６年に容器包装比率が８５％を

下回り，容器包装リサイクル協会から引き

取り拒否がありました。その時に６種分別

を徹底するということで環境部職員が一

丸となって出前講座に行きました。約７,

０００のごみステーションがありますが，

分別が悪いものについては張り紙をして

啓発したりしています。ステーション管理

者や町内会長等にも協力してもらい，市

民・事業者・行政が協働でやっていきたい

と考えています。 

河原委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

剪定枝の利活用で，公共施設から

排出される剪定枝を土壌改良材にす

るとありますが，具体的に教えてく

ださい。 

箕沖の埋立処分場の一部埋立が完了し

た部分で，土壌改良材を作っています。イ

ベント等を実施する際に，春は菜の花，夏

はひまわり，秋はコスモスを緑化事業の一

環として栽培し，土壌改良材の配布とあわ

せて，花を切って持ち帰っていただくとい

う啓発活動も実施しています。 

また，公共施設から排出された剪定枝

を土壌改良材にして，学校等の庭園で活用

もしていただいています。 

土壌改良材にする剪定枝の種類につい

て限定されるため，２００９年度から試行

的に市の公共施設で排出される剪定枝に

ついて取り組んでいます。あと，市内から

発生する剪定枝の量についてまだ把握で

きていませんし，回収の課題があるため，

現在，試行的に実施しているところです。 

町内会などで一斉清掃や草刈を実

施した際に出る草などは燃やせるご

みとして処理しているのでしょう

か。 

堆肥にするにしても色々課題があり，

難しいと考えています。 
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福井会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般廃棄物の排出量を２００７年

度比１０％削減という目標設定だ

が，その数字を算出した根拠等あれ

ば教えてください。 

ごみの減量化・資源化を第一に３Ｒを

推進していますので，国・県とあわせたご

み総排出量に着目して目標を設定してい

ます。目標数値の１５０,０００トンにつ

いては，２００９年度・２０１０年度と１

５３,５００トンで推移してますので，例

えば，水切りで２,５００トン，紙ごみの

リサイクルを推進して１,０００トン，計

３,５００トンの減量をめざします。 

佐藤委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

紙ごみを減量する，分別をすると

いうことになると，具体的にはどの

ように実施していくのですか。 

紙ごみの収集については，ステーショ

ンで回収する方法，拠点回収の有効活用，

新たに紙ごみの日を設定するなど，方法は

色々ありますけれど，全市一体的なものと

して考えていく時には，排出量，それに伴

う収集体制，手法等，総合的に勘案する中

で検討していき，審議会の方にお諮りした

いと考えています。 

一般廃棄物処理基本計画を２００６年

に策定していますが，社会情勢の変化等に

伴い２０１１年度に見直しをします。剪定

枝，蛍光管の回収，集団回収について当初

の一般廃棄物処理基本計画に掲げていま

す。これらを含め，紙ごみについても今現

在集団回収を基本にやっていますが，紙ご

みについても詳細については今後詰めて，

審議していただきたいと考えています。 

 


